第１７回教育委員会（定）
開会日時　　平成２３年　　９月　　９日（金）　　　午前　１０時００分
閉会日時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　午前　１１時　５分
開会場所　　教育委員会室

出　　席　　者

委　　　　　員　　別　府　明　雄

委　　　　　員　　今　井　英　彦

委　　　　　員　　谷　田　　　泰

委　　　　　員　　本　山　千惠子

委　　　　　員　　北　川　容　子

出席事務局職員

　　事務局次長　　浅　島　和　夫　　　　庶務課長　　矢　嶋　吉　雄
　　学務課長　　森　下　真　博　　　　生涯学習課長　　中　島　　　実
　　指導室長　　中　川　修　一　　　　新しい学校づくり担当課長　　田　中　光　輝
　　学校地域連携担当課長　　大　澤　宣　仁　　　　中央図書館奉仕係長　　佐　藤　恵　子
署　名　委　員

　　　　　　　　　　委員長

　　　　　　　　　　委　員
午前　　１０時００分　開会

委　員　長　　本日は、５名の委員の出席を得ましたので、委員会は成立いたしました。

　ただいまから、平成２３年第１７回の教育委員会定例会を開催いたします。

　本日の会議に出席する職員は、浅島次長、矢嶋庶務課長、森下学務課長、中島生涯学習課長、中川指導室長、田中新しい学校づくり担当課長、大澤学校地域連携担当課長、近藤中央図書館長は欠席のため、代わりまして佐藤奉仕係長の、以上８名でございます。

　本日の会議録署名委員は、会議規則第２９条により本山委員にお願いいたします。

　本日の委員会は２名から傍聴申し出がなされており、会議規則第３０条により許可しましたので、お知らせいたします。

○議事

日程第一　議案第４０号　文化財登録の抹消について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

委　員　長　　日程第一　議案第４０号「文化財登録の抹消について」、生涯学習課長から説明してください。
生涯学習課長　　それでは、東京都板橋区文化財保護条例第５条第２項の規定に基づきまして、次の文化財登録を抹消するということでございます。
　文化財の名称は「刺繍」でございます。
　文化財の種別は、板橋区登録無形文化財でございます。

　保持者は、嶌峰和美さんでございます。

　嶌峰和美さんでございますが、去る７月２６日に享年８４歳でご逝去されました。本日、資料を配付させていただきましたが、故人は、刺繍技術の保持者として、平成１７年３月２４日に板橋区登録無形文化財に認定されております。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

本山委員　　８４歳で残念ですけれども、後継の方はいらっしゃるのですか。

生涯学習課長　　こちらの方は、お子さんはいらっしゃるのですけれども、いずれもこれを継いでいる方はいらっしゃらないので、後継の方はいらっしゃらないと聞いております。

本山委員　　途絶えてしまったんですね。

生涯学習課長　　そういうことだと思います。

委　員　長　　なかなか跡を継ぐ方が、ほかの文化財保持者になっている方でも、後継者がいらっしゃらない方を知っておりますけれども、なるべく、そういうことに助成なり何なりで、後継者ができると、本当はいいんですけれども。

　ほかにございますでしょうか。

　では、お諮りいたします。日程第一　議案第４１号「文化財登録の抹消について」、原案どおり決定することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。

○議事

日程第二　議案第４１号　意見の聴取について

　　　　　　　　　　　　①平成２３年度東京都板橋区一般会計補正予算（第２　　　　　　　　　　　　　号）

　　　　　　　　　　　　②東京都板橋区立図書館設置条例の一部を改正する条　　　　　　　　　　　　　例

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（庶務課）

委　員　長　　日程第二　議案第４１号「意見の聴取について」、①平成２３年度東京都板橋区一般会計補正予算について、庶務課長から説明してください。

庶務課長　　意見の聴取についてということで、来るべき第３回区議会に提出される案件について、お諮りするものでございます。
　１点目は、平成２３年度東京都板橋区一般会計補正予算ということでございます。
　１ページめくっていただくと概要が出ておりまして、第１条のところ、歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ６億６，０００万円を追加し、歳入歳出予算の総額は１，８７９億９，６００万円というものでございます。

　内訳が、次のページに歳入、その次のページの裏面に歳出の内訳が出ております。

　次のページの裏面、教育費のところで説明申し上げたいと思います。

　教育総務費として２１０万円の増額補正、それから幼稚園費として２，８７６万８，０００円の増額補正ということでございます。

　この中身ですけれども、まず、教育総務費では、教育指導費の中の協議会・各種研修会等経費というものでございまして、東京都の委託事業について申請をしていたところ、東京都から委託を認められたということで、３つの事業について計上するものです。

　１つがスポーツ教育推進校事業というもので、これは富士見台小学校、赤塚小学校、２校で行うものです。

　それから、２つ目が人権尊重教育推進校事業というもので、これは板橋第十小学校で受けるものでございます。

　それから、３つ目が生活習慣や運動習慣等に関する実践研究モデル事業。これは天津わかしお学校で受けるものでございまして、それぞれ東京都から委託を受けて、経費的には１０分の１０全てが東京都から提供されるという事業でございます。
　それから、２番目の幼稚園費ですけれども、これは幼稚園振興費の中の私立幼稚園等園児保護者負担軽減費でございます。

　これは、平成２２年度、国の幼稚園就園奨励費が改定されて、国庫補助金の限度額が減額されております。それを補填するという形で、幼稚園就園奨励特別補助をするものでございます。昨年に引き続き行うものでございます。

　負担的には、東京都が３分の２、区が３分の１を負担するというものでございまして、歳入はそれに伴って３分の２が東京都から入ってくるというものになっております。以降のページはその詳細が書いてありますけれども、内容は今説明したとおりでございます。

　それと、ここには計上されていませんけれども、学校関係で、今回の補正で取り組むところが２項目あります。

　１つが、学校の体育館で地デジの放送が見られるような、地デジのアンテナと、テレビを見られるような、アンテナのためのジャックをつけるといった工事の予定をしております。

　それからもう１つは、ヘリサインといって、学校の屋上、空中からここの学校は何々小学校ということが分かるようなサインを基本的に全ての小学校・中学校につけていくというところ。

　２つとも震災を受けて防災の観点からということですけれども、計上の科目は教育費ではございませんけれども、そういったものにも取り組むということにしております。

　１点目は、以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　総務費の委託金で、３つの推進校事業が東京都で認められたということですけれども、これは幾つもあった中で、この３つが認められたという形ですか。

指導室長　申請したものは通りましたが、実は、スポーツ教育推進事業については、希望した学校が幾つか切られています。

谷田委員　　２校が残ったということですか。

指導室長　そうです。あとは、希望したところが通った。

谷田委員　　これは、中学校はないのですか。
指導室長　中学校は残念ながら。あるのですけれども、学校の希望がないということです。

谷田委員　　希望がないということですか。

指導室長　はい。

委　員　長　　それは、学校側でやろうとした申請内容の中身で切られた。

指導室長　そうです。もちろんそれもありますし、バランスよく配分ということで、区に寄っていくというところもあると思います。

委　員　長　　ほかにございますでしょうか。

　私立幼稚園は、とにかく父兄の負担が少なくなるということで、結構なことではないかと思います。

　では、続きまして、②東京都板橋区立図書館設置条例の一部を改正する条例について、庶務課長から説明してください。

庶務課長　　図書館条例を一部改正するというもので、中身は、年末の休館日を、これまで１２月２８日から開始していたものを１２月２９日から開始するということで、１日開館日を多くするということに改めるものでございます。この条例については、交付の日から施行するという内容でございます。

　以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　これは、机上に配付された資料でいいんですよね。

中央図書館奉仕係長　　そうです。先にお送りしたのと若干中身が変わりましたので。

谷田委員　　そうですね。

教育長　　昨年末から、措置は実質的にはとっているのでしたか。

中央図書館奉仕係長　　いいえ、昨年は２８日。一昨年の議会でご意見があったということで、昨年度は図書館システムの入れ替えの作業がございまして、年末年始に臨時休館という予定がありましたので、昨年度は実施できませんでした。
本山委員　　一昨年は２８日に開けたことはありませんでしたか。児童館と混同しているかしら。
庶務課長　　社会教育会館ではありませんか。社会教育会館は、２年ぐらい前に開館日を変えました。

本山委員　　社会教育会館と混同しましたね。では、今年からなんですね。

中央図書館奉仕係長　　はい。

本山委員　　今度の年末からというのですね。

中央図書館奉仕係長　　そうでございます。

本山委員　　はい。分かりました。

委　員　長　　開館日が増えるということは、区民側から見ればいいことですが、指定管理者の方が多少しわ寄せにならなければよいのですが。
中央図書館奉仕係長　　既に地域の図書館の指定管理者各社と協議を済ませておりまして、全社とも了承を得ております。

委　員　長　　それでは、ということでお諮りいたします。日程第二　議案第４１号「意見の聴取について」、区長原案のとおり可決することにご異議ございませんか。

（異議なし）

委　員　長　　では、そのように決定いたします。

○報告事項

１．告示関係
　　　①東板橋図書館の臨時休業について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（中央図書館）
　　　②文化財の登録抹消について

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（生涯学習課）

委　員　長　　次に、報告事項を聴取します。
　報告１「告示関係」です。東板橋図書館の臨時休業について、中央図書館、佐藤奉仕係長から報告してください。
中央図書館奉仕係長　　東板橋図書館につきまして、１０月３日から８日までの６日間を館内の特別整理期間といたしまして、曝書及び館内の設備点検を行うために臨時休館をさせていただくものでございます。

　以上でございます。
委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　特に、これは定例の休館ということで、よろしいかと思います。

○報告事項

２．文教児童委員会報告（２３年８月２５日３．２６日）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（次長）

委　員　長　　では、報告２「文教児童委員会報告」について、浅島次長から報告願います。
次長　　それでは、まず、８月２５日に行われました文教児童委員会の陳情に関する審議からご報告申し上げます。
　始めに、陳情第１５号「坂下けやき台学童クラブの存続を求める陳情」というものがございます。これは、６月議会に提出されて継続審査になっているものでございます。
　６月２３日のこの教育委員会でもご説明させていただいておりますけれども、現在、志村第六小学校と坂下小学校、特別支援学校のお子さんが、この学童クラブを利用しているんですけれども、このたび、来年度、坂下小学校も「あいキッズ」になるということで、板橋区としては、この学童クラブを廃止するという方針を出したところですが、それに対しまして存続してほしいという内容の陳情でございます。

　今回の議会では、前回審議した以降の変化といたしまして、実は７月から保護者説明会を複数回開催しておりますけれどもそのことと、それから今後についても話し合いを継続し、理解を得る努力をしていくということが報告されております。

　質問ですけれども、この学童クラブの廃止を保護者にお知らせするのが遅かったのではないかというご指摘がありました。これは、子ども家庭部になりますけれども、これにつきましては、区の対応に不足があったということで、説明会で謝罪をさせていただいたということを答えております。

　また、「あいキッズ」。特に志村第六小学校の現況。それから、今後の「あいキッズ」全体の計画等々について質問がございました。これについては資料をお出しするということになっています。

　それから、「あいキッズ」への移行に際して、人事的な配慮など、少しでも保護者に安心感を与えられるような配慮をしてほしいというご指摘がございました。

　これにつきましては、今回新たに委託となる坂下小学校、それから現行の志村第六小学校の「あいキッズ」、両方とも、今現在、この学童クラブを委託されている法人と同一の法人が受託するということが決まっておりますので、同一指導員の配置ですとか巡回指導を通じて配慮していくといたしております。

　この後、意見が出された後、採決となりまして、前回同様、１会派が不採択を主張いたしましたけれども、他の委員全員が継続を主張ということで、５対３ということで継続審査ということになっております。

　続きまして、陳情第１６号「板橋の防災・災害対策に関する陳情」のうち、「連絡体制確立の件」というのがございます。これも前回から継続になっている案件です。

　この陳情では、メールによる連絡体制の確立ということが求められているわけですけれども、区といたしましては、これまでも、現行のシステム環境では、各学校から保護者に配信するにはサーバーの能力上の課題ですとかメールアドレスを管理するという面で学校側の負担が非常に大きいということから難しいとしておりまして、それに代わるものとして、学校ごとの携帯サイトの構築ですとか、あるいはツィッターの活用などを考えたいとお答えしてきております。
　こういう経過もありまして、審議の途中で、１委員から「こういう状況を勘案すれば、陳情の文面をもう少し幅を持たせる方向で修正してもらうように調整していくことが必要ではないか」という提案がございまして、委員全員で協議をいたしました結果、全会一致でその方向でまとまりまして、陳情者に求めていこうということで、案件といたしましては継続という扱いになりました。

　それから、続きまして、翌８月２６日に行われました所管事項に関しての審議でございます。

　まず、教育委員会の動きということでございますけれども、６月８日第１１回から８月４日第１５回までの教育委員会についてご報告をしています。

　最初に、教科書採択についての質問がございました。

　出版社の変更はあったかということと、それから、採択された教科書について資料が欲しいということで、これも一覧をお出しするということになっています。

　それから、次に、学校等の放射線量の測定というご報告を第１２回の教育委員会でさせていただいておりますけれども、この関係もございまして、放射能関係のご質問が幾つかありました。

　１つは、放射線測定について、学校・保育園等で今後も継続的に行うのかということと、それから給食食材の設定はできないのかというのが主なご質問でございました。

　放射線測定に関しては、一律の定期的な測定は困難だということで、毎日測定しております区役所前の放射線の値も参考にしながら、ポイントですとか測定方法を絞って、適切に今後も対応していきたいというお答えをしております。

　それから、給食食材についてなんですけれども、２学期から主な食材の産地表示というのは全校で行っております。ただ、板橋区はセンター方式ではなく各学校ごとに食材を購入しているためになかなか検査が難しいということと、やったとしても事後検査にならざるを得ないというところから、現在のところ、検査は予定していないという旨をお答えしています。
　それから、その他、節電対策等について二、三のご質問がございました。

　それから、次に、教員の不祥事ということについて、こちらの教育委員会にもご報告させていただいた、教員によるひき逃げの事件と盗撮事件、これにつきまして報告しております。

　ご質問といたしましては、まず、子供たちの心のケアをどうしていくのか、それから授業への支障を防止してほしい、それから今後教員の配置はどうなるのかという質問をいただいております。

　これに対しましては、子供たちに対しては校長から説明と謝罪を行ったこと、それから、今後、養護教諭ですとかスクールカウンセラー、あるいは教育相談所の臨床心理士の派遣等々によって一人一人のメンタルケアに努めていきたいというお答えをしています。
　それから、授業についてですけれども、小学校の音楽につきましてはチームティーチングを、それから中学校については校内の教員と非常勤教員によって行っていくというお答えをしています。

　それから、新たな教員の配置ですけれども、これは処分発令後となってしまいますけれども、通常３カ月から４カ月かかるということですが、都教委に対しては速やかな処分発令をお願いしているということをお答えしています。
　それから、再発防止策について、複数の委員から幾つかの観点からのご質問をいただいております。

　これについては、これまで服務事故防止研修が１学期１回だったものを毎月１回に増やしたり、事故防止のチェクリストを作成し、提出を求めてきたりということを行ってきたということをお答えしました。

　ただ、今回のような私生活上の不祥事については、これまでのような形でのチェックでは発見や防止が非常に難しい面があるということから、教員のメンタル面でのケア、あるいはストレス管理等々についても配慮が必要だと考えております。

　それを受けましてですけれども、今回、学校長への通達を行ったほか、教職員一人一人に向けて、事件の内容ですとか、それによって子供、保護者が受ける被害、あるいは区民や社会に対する信用の失墜ということのほか、事故を起こした本人あるいは家族がどのような悲惨なことになるのかということを文書でそれぞれに個々に伝えさせていただいています。

　それから、臨時校長会も開催いたしましたけれども、この席上でも、単に教育委員会側からの話で終わるのではなくて、講師を招きまして、教職員のメンタルヘルスということについての研修を行っております。

　これによりまして、少しでも管理職が常に教職員の様子を、愛情を持って観察をし、必要に応じて指導や相談に乗ってもらえるような職場にしていきたいと考えているところです。

　以上が、８月２５日、２６日に行われた文教児童委員会の内容でございます。
委　員　長　　質疑、ご意見等がございましたら、ご発言ください。

谷田委員　　今の最後の不祥事の件ですけれども、再発防止ということに関して決め手になるような手立ては難しいと思ってしまうのですけれども、そのあたりは、どう考えていくのか。

　あとは、決して板橋区ばかりで多いわけではなく、色んなところでこういう事故は起こっていると思うのですけれども、何かそういうことに対してうまく対応している事例とかあるのですか。難しい、でも、何もしないというわけには当然いかないわけですから、何か考えていかなくてはいけないことだと思うのですけれども。
指導室長　　基本的には教職員の意識を高めていくということが最善の方法であるということで、これまでも服務事故防止研修というのを学期に１回、あるいは都教委は１年間に２回という形だったんですが、本区では、こういった状況を受けて、毎月１度はワークシートを使って管理職が教員に対して研修を思うといったこと、それから、各学校においては、実際に起こっている事例をタイムリーに教職員に告げて、そのことによってこういう結果が起こる、つまり、事象だけではなくて、それに伴ってどういうことが起こってくるのかといった具体的な話をできる限りしてほしいということ。

　それから、指導室が学校を訪問した際には、今までは、どちらかというと教育活動の中身を中心に話していたのですが、枠を取りまして服務事故ということで、その学校に伺ったときに教育委員会としての立場からお話をさせていただくといったことをさせていただいています。

　実は、室課長会というのがございまして、そこで色々語り合うのですけれども、本当に特効薬というのはなくて、そういったことをすることによって教員の意識を高めていくというところなのかなと思っているんですけれども。

　本当に、色々ご負担をかけています。

本山委員　　給食の食材の測定が難しいということですけれども、「これは測定しました。大丈夫です」というのを、このごろつけている産地が出ているようです。そういう産地のものを積極的に購入するとか、曖昧なものは使わないという。

　子供は、放射線に抵抗力が弱いというか、体が小さい分、影響を受けてしまって、今ごろになって「３．１１の後にヨウ素剤を飲ませておけばよかった」などという報道がされていますので、できることは積極的にしていただきたいと思います。
学務課長　　基本的に、市場で業者が買い付けてくるわけですけれども、買い付けているものは基本的には全部産地で放射線の検査をし、オーケーなものが市場に出回っているという前提で動いています。

　ただ、それ以外に、特定の業者ですとか飲食店などで独自に測定したりしている動きのことを多分おっしゃっていると思うのですけれども、区の場合は、先ほど次長が申し上げていましたように、一般的に、各学校が業者から仕入れている。

　その業者は、基本的には板橋区内の板橋市場から買い付けているんですけれども、産地で一定の機関が測定してオーケーなものだけが流通されているということで、基本的には全て安全な食材を提供しているとは考えてはいます。
　ただ、議会でもそういうご質問があるように、とはいいつつも、実際に測定してほしいという声があることも事実ですので、今回、議会でも答弁させていただいたように、まず、産地表示ということをして少しでも不安の解消を目指し、引き続き、どんな方法があるのか検討していきたいという段階でございます。

委　員　長　　不祥事に関しては、内容が実にバラエティに富んでいます。ＵＳＢを紛失したとか体罰とか、ある程度そういった服務防止研修等で対処できるかなという部分もあることはあるとは思うのですけれども、盗撮とか、ひき逃げという個人的な部分になってくると、校長先生が個人の生活にまで入り込んで調査するというわけにもいきませんし、なかなかそこを指導するのも難しいかなという気がしております。

　せめて、学校での残業ですとか、あるいは父兄の色々な諸々のクレーム等を含めて、そういったストレスがそういった方向にいかないようにしていくぐらいのことしかできないのかなという気はしておりまして、特に、盗撮等は、その人がやりそうかどうかというのは、なかなか見ても分かりません。
　過去に何人か知っていますけれども、普段は全然そういう雰囲気はありませんから、なかなかこれを指導していくというのは難しいかなという。全部、家宅捜索して、その家にどういうものを置いているか見れば、多少そういう傾向が分かる人もいないことはないですけれども、それはなかなかできませんし。
　先ほど、指導室長がおっしゃいましたように、そういったことをやると非常に大変なことになるということを強調していくより仕方ないのではないかとは思っております。

次長　　今回、メンタルヘルスの研修をやらせていただきましたけれども、そういう色んなことをやってみてという、色んな方面からアプローチしていくということが１つの手段かと思います。

委　員　長　　最近の新聞によりますと、放射線量測定器も結構誤差があるということで、例えば、板橋区で使っている線量計というのは、定期的に校正したりとか、そういうことはしないのですか。

学務課長　　環境保全課とか、あちらの部署で持っているのですけれども、恐らくやっていないのではないかと思います。

今井委員　　身近に測定マニアが１人いて、会食しながら置いておくと、結構変わります。本当に、色んな値を示します。すみません、余談です。

本山委員　　花岡先生が購入されたんです。それで、いる間に変わるのです。どんどん変わるんです。同じ場所にいて。それだけ機械が敏感なのか。放射線量はそんなふうに時々刻々と変わっているものなんだなと思いました。

今井委員　　基本的には色んな粒子が吹き出しているわけですから、変わるのはそうなんですけれども、そういうのが色々合成した中でどの時点で読むかというので、すごく多いと思いたい人は多い方の数字でしょうし、安心したいという人は下の方を読むでしょうし。そういうすごくヒューマンな次元にきているから、測定は難しいです。多分、そういう意味で。
委　員　長　　何回も測定して、平均をとってやっているんですよね。だから、逆に言うと、産地の方でオーケーだと言ってきても、その測定器が正しいかどうかというのは分かりませんから、１００％信用するわけにはいかないかなと。

教育長　　ただ、給食食材に関しては、杉並区が危機管理部門でかなり高価な測定器を買って、学校給食も一部測定値の検査をするという方法も出てきています。板橋区の場合はそこまで予定していないですけれども、何校か抽出して給食食材を調べてみるということも少し検討をしていいのではないかと考えていますので、その辺を具体的にどうできるのかは検討をお願いしております。

　給食センターではないものですから、全部というのは無理ですけれども、何校かの何品目かを抽出してという程度であれば可能かなとは思っております。業者委託になりますから、お金がかかりますので、そういうことも含めて少し論議をしてもらっております。

今井委員　　板橋の給食の食材の集め方は、基本的に各学校で地元の八百屋さんとかお肉屋さんからということで、幸か不幸か、普段お家で食べているものと非常に近いんです。違うのが、区で配付している何品目かということで。

　だから、全然、子供だけ別のものを食べているという状況ではないということは、すごく安心材料にはなるのかなという気はします。

委　員　長　　ということで、文教児童委員会報告については、よろしいでしょうか。

　それでは、文化財登録抹消の件、告示関係が抜けておりました。すみません。
　文化財の登録抹消について、生涯学習課長からお願いいたします。

生涯学習課長　　それでは、告示関係について、ご報告させていただきます。

　生―１を、まずご覧いただきたいと思います。

　今ほど、文化財の登録抹消についてご承諾いただきましたので、これを受け、抹消をさせていただきます。
　それとともに、裏面をご覧いただきたいと思いますけれども、告示第２７号でございます。

　本件につきましては、文化財保護条例第５条第３項の規定に基づきまして、本日、９月９日付で告示をさせていただきます。
　以上でございます。

委　員　長　　ということで、よろしいでしょうか。

（はい）

○報告事項

３．人事情報
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料指―１）（指導室）

委　員　長　　それでは、次に「人事情報」について。平成２３年８月分について、指導室長から報告してください。
指導室長　　８月末の教職員数は、括弧の休職者なども含めまして、総勢１，８７７人であって、７月末から３名増加しました。

　動きの内訳としましては、５名増員ですけれども、５名のうちには、区内の中学校の現役の教員がお亡くなりになったり、あるいは退職された、あるいは病気によって休職したということの代わりに期限付の任用教員が５名入っております。

　そして、２名減ということで、今お話ししましたように、１人の方が私事退職、そしてもう１人の方がお亡くなりになったということで、３名の増ということでございます。

　それから、休職者全体が８０名で３名増えております。内訳としましては、病気休職に入った者が１名、それから育児休業に入った者が５名ということでございます。代わりに、３名減っていますのは、育児休業、病気休職等からの復帰者ということでございます。

　裏面でございます。

　非常勤職員につきましては、学習指導講師が、７月末の時点の１５５名から１名減となっております。２名が採用、３名が退職ということでございますが、退職した学校３校については９月に入ってから配置をしておりますので、全て配置済みという形をとらせていただいております。

　以上です。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

　死亡された先生は若い先生ですか。
指導室長　　５１歳です。保健体育の教員です。

委　員　長　　よろしいでしょうか。

○審議事項
１．教育委員会が行う点検・評価二次評価の審議について
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（資料庶―１）（庶務課）

委　員　長　　では、次に、「教育委員会が行う点検・評価二次評価の審議について」、庶務課長から説明願います。
庶務課長　　資料庶―１でございます。８月の短い時間に、この二次評価をしていただきまして、ありがとうございました。

　教育委員の皆さんからいただいたものをまとめさせていただきましたので、そのご報告をさせていただくとともに、報告書もまとめてありますので、そこをご説明させていただきます。説明は、別紙という「二次評価のまとめ」と書いてあるものを使って説明させていただきたいと思います。

　施策評価で、１０項目にわたって、評価をしております。

　評価のコメントについては読み上げさせていただきたいと思いますけれども、まず、重点１－１「豊かな心と健やかな体の育成【環境学習の充実・体験活動の充実・キャリア教育の充実・体力づくりの推進】」でございますけれども、標語としては「順調」でございます。

　環境テキスト「未来へ」は、大変完成度が高い良いテキストとなった。緑のカーテン実施校も順調に進捗し、環境学習の深まりが期待され評価できる。一方で、緑のカーテンの環境教育上の効果を表す指標の検討や、緑のカーテンに取り組む学校が増える中で、先導的な事例や取り組みを今後どのように発信できるかが課題である。
　体験学習の充実においては、移動教室等宿泊行事の見直しで、課題の整理と今後の方向性が検討され、妥当な方向性が示されたと思う。しかし、ボランティア・福祉体験における動機付けのあり方や文化交流のテーマの選定に工夫が必要である。伝統文化の鑑賞は、体験することが重要であるが、財政的に困難であれば、映像による鑑賞などの方法を検討すべきである。

　キャリア教育の充実については、中小企業が多い当区の特徴を生かしたキャリア教育としたい。東京商工会議所板橋支部などと連携し、企業にとってプラスとなる情報を共有して、勤労の意義や楽しさを見出すことのできる受け入れ先を広げてほしい。加えて、職場体験を受け入れる事業者にも加わってもらい、生徒の自習にも役立つようカリキュラムとテキストを改訂することが望ましい。

　体力づくりは、すべての基本となるもので、行動体力とともに防衛体力にも焦点をあてた取り組みは大変評価できる。また、体力づくりのための具体的なアクションとして、始業前のラジオ体操やなわとびなどの運動を取り入れることなどを検討する必要がある、という内容でございます。

　続きまして、重点１－２、同じく「豊かな心とすこやかな体の育成」の中の、【個に応じた特別支援教育の充実】の部分ですけれども、これも、二次評価の標語は「順調」ということでさせていただきます。

　コメントですけれども、特別支援教育の支援体制は徐々に整備されてきており、平成２７年度目標値の７割から８割をすでに達成しているように、計画に対する実績は順調といえる。今後も、特別支援教育のニーズの高まりを考え、より積極的な取り組みが望まれる。

　さらに、支援を必要とする子どもたちの増加に対応していく方策としては、特別支援学級の増設を検討するほか、通常学級のユニバーサル化も有効な対策になりうる。そのため、通常学級教員の特別支援教育のための研修に、より積極的に取り組む必要がある。

　巡回指導講師については、待遇の改善に取り組み、今後も継続して質の高い人材を確保できる環境整備を図りたい。

　特別支援教育には、保護者の理解と協力が必須である。パンフレットなどを活用して就学前からの啓発に努め、保護者の理解のもと児童・生徒の将来を見据えた支援をしていくことが望まれる、という内容としております。

　めくっていただきまして、次の重点２でございます。「確かな学力の育成」ということでございます。
　これも、二次評価標語は、「順調」ということになります。

　板橋区独自の学習到達度調査により、児童・生徒一人ひとりの学習上のつまずき箇所を明らかにし、そのつまずき箇所に戻って学習することができるフィードバック学習方式は、すばらしい取り組みと評価できる。つまずき箇所まで大分遡らないといけない児童・生徒も多く、困難が多いことも予想できるが、校長・副校長が率先して児童・生徒に寄り添い「検証調査」で大きな成果が実証された学校もある。
　フィードバック教材の活用や配付方法、家庭学習との関わりにおいて研究すべき課題もあるが、良い事例を共有しながら、保護者の理解を深めて学校と保護者が一体となって取り組んでいく事業に高めていきたい。
　科学教育の充実についても、各小中学校において新学習指導要領に対応した教材・教具の選定・整備を進めている他、コア・サイエンス・ティーチャー研修を実施し、理科の指導力向上に取り組むなど、順調に進捗している。

　教育科学館は、個人でも訪れたくなる魅力ある施設として整備を図り、学校ではできない実験や展示・プラネタリウムなどを見る機会・場として有効に活用したい、ということでございます。
　続きまして、重点３「読書活動の充実」でございます。

　これも標語は「順調」とさせていただきます。

　全小中学校に学校図書館用パソコンと学校図書管理ソフトが配備され、蔵書のデータベース化及び活用が図られたことは、児童・生徒が自らの趣味・関心に関連した本を手にするチャンスが増えることが期待でき評価できる。また、予算確保が厳しい中、学校図書館への司書配置の意義は大きい。

　今後は、このような取り組みの成果や改善の状況を検証しながら、良い事例を取り上げて共有し、保護者や地域の力も借りながら、各小中学校での取り組みを更に充実させて欲しい。

　読み聞かせボランティアや学校図書館ボランティアについては、ボランティアを養成することと、そのボランティアをニーズに結びつけることは大変重要なことであると考える。どのようなボランティアも活動の場がなければ続かないし、能力が高くなければニーズも増えない。ボランティアのスキリルアップと学校現場をつなげる支援や取り組みが必要である。また、区中研と協働し、学校現場のニーズの把握に努め、ボランティアのスキルアップに取り組むことがボランティア活動を活性化させると考える。
　家庭での読書活動の推進は、子どもとその親に働きかける方向性は間違ってはいないと考える。平成２２年に制定された「家庭読書の日」を活用しながら、指定管理者と協働して読書活動の推進を図っていく必要がある、としております。

　続きまして、重点４「教員の指導力向上」でございます。

ここは、以前お示ししたときに、事務局が考えていることと比べると、そのとおり進んでいなかったので、一次評価で「一部遅延」という評価をしておりましたけれども、教育支援センターの構想が実現に向けて動きましたので、もう一度検討し直した結果、「順調」ということにさせていただきます。

　二次評価についても、「順調」という標語で表わしております。

　教育支援センターは、豊富に存在するデジタル教材を有効に活用するため、デジタル教材の活用方法を十分に検証し、指導できる体制づくりが必要である。その上で、教材作りのための撮影機材や編集装置を常備し、各小中学校へ貸し出せるようにするなど、自由に教材作成や授業研究が行える環境であれば、意欲のある教員が板橋に集まることも期待できる。
　一方、教育支援センターの設置を待つまでもなく、不祥事の発生を防ぐため、教員が社会人の大人としての素養を身につけられる教育に取り組んでいかざるを得ない。一対一の面談を複数回行うなど、教員一人ひとりの教育への思いや悩みを把握する取り組みや機会・場の整備が急がれる。

　保幼小中連携については着実に進んでおり、学びのエリアごとの交流も回を重ね、小学生・中学生の交流も良い例を見ることが多くなっている。小中学校教員の互いの「気付き」も多いと推測され、指導力の向上に結び付くものと期待している。

　教育課程専門会議・教科専門部会もオープンな形で開催され、参加した教員にとって、専門会議学識経験者委員の指導と、そこで示された授業改善の方向性は、とても良い影響を与えた。今後は、このような情報や影響などが、その場に居合わせなかった教員にも及ぶような仕組みが必要である、としております。

　次に、重点５「家庭における生活習慣の形成支援」でございます。

　こちらも、二次評価は「順調」でございます。

　生活習慣チェックシート「小学校入学前に身につけたい１０の生活習慣」は、具体的で分かりやすく、家庭における生活習慣の形成に大いに役立つものと評価できる。しかし、生活習慣の形成は、もう少し早い時期から取り組む必要があり、配付の時期や機会の検討が必要であると考える。また、生活習慣は本来家庭で身につけるものであるが、現実として親の不在や核家族化で、家庭での生活習慣作りが難しい児童のために、保育園や幼稚園での指導の強化を図りたい。必要であれば、「生活習慣規範例」のような指針を配付することも検討したい。

　また、子育ての早い段階から、保護者同士が子どもとの接し方について話し合う機会を数多く持つことはとても大切で有意義なことであると考える。そこで、ワークショップなどの学びあう機会を増やし、話し合うことができる環境づくりを支援していくことが望まれる。
　その点において、家庭教育講座・子育て講座が新しい形で開催され、参加者から高い評価を受けながら、なお改善に取り組んでいく姿勢と事業運営は大変評価できるものであり、今後の事業展開に大いに期待したい。

　家庭教育学級は、外部評価委員の意見にもあったが、検討を要する時期にきているかもしれない。各ＰＴＡの意見を聞くことから見直しを始めて、開催主体が独自のやり方や運営を追及できるように支援をしてくことが望まれる、ということでございます。
　重点６でございます。「地域人材による学校・家庭支援の促進」でございます。

　これも、二次評価は「順調」でございます。

　あいキッズ・放課後子ども教室は、順調に施設・運営ともに拡充され評価できる。今後も、本事業が単なる時間つぶしではなく、有意義な活動となるよう指導できる体制の確保に引き続き取り組まれたい。
　反面、あいキッズ・放課後子ども教室は、安全安心面からは歓迎すべきものであるが、児童が安全な学校に慣れ、一般社会で生き残るすべを得る機会を逸することを危惧するものである。
　子どもたちを学校内に囲い込むことなく、地域の理解と支援を得た、風通しが良く地域と交流できる運営となるよう配慮をお願いしたい。また、あいキッズの全校実施に向けては、施設面での解決すべき課題もあり、早期に課題を共有し、解決に向けた取り組みが必要である。

　学校支援地域本部事業は、素晴らしい活動が展開されてきた。予算確保だけではなく、教職員はもとより保護者や地域の方々の熱意をはじめ、様々な条件が整わないとスタート出来ない事業だが、学校支援活動が活性化し、より良い教育環境に結び付くことは明らかな事実である。教育環境が改善することが明らかであるなら、支援を強化し実施校を増やすべきである。
　加えて、学校支援地域本部事業の要である、コーディネーターとして広く地域で活躍できる人材の発掘と、コーディネート力の向上に努める研修を実施して優秀なコーディネーターの確保を図り、より充実した事業に高める取り組みを望む、となってございます。

　重点７「安全・安心で魅力的な学校環境の整備」でございます。

　これも、二次評価は「順調」ということでございます。

　学校施設の耐震補強工事は、一部の学校で工法の変更があったが、順調に進捗している。

　３月１１日の地震では、児童・生徒・教職員の怪我につながる被害はなかったものの、プールの水の溢れやエキスパンション部の損傷、天井材の一部落下など、少なからず被害が生じた。学校施設が地域の避難所となることを考慮し、なお一層の整備を図らなければならないと考える。

　また、今後の避難所対応については、詳細な計画と定期的な訓練が必要であり、事前に地域の町会などの組織に協力を求めておくなど、準備と調整も必要であり、対応すべき課題も多い。特に、学校長を避難所長とする避難所計画は改訂すべきである。
　学校の適正規模・適正配置については、結果が出たとしても、学校を移動したり増改築することは容易ではなく、すぐに対応すべきことと、将来を見据えて取り組むべきこともあるため、直ちに学校を統廃合することはできない。

　しかし、いたずらに結論を先延ばしすることはせず、地域と情報の共有をしながら、若い教員の学び合う機会を増やすためにも、先行して小規模校の対策を行い１学年１学級はできるだけ少なくしていくべきと考える。
　最後のページでございます。重点８「教育委員会の改革」でございます。

　こちらも、二次評価標語は「順調」でございます。

　「いたばしの教育ビジョン」・「いたばし学び支援プラン」に沿って、教育委員会事務局は、実に真摯に改革に取り組んできたと評価できる。教育委員もさまざまな取り組みを通じて、教育現場が良い方向に変化してきたことを実感している。しかしながら、その取り組みと変化が、児童・生徒・保護者や一般の教職員、地域の方々に伝わっているかというと、甚だ疑問であると考える。

　教育ビジョン策定時に、様々な団体と交流をもち、文字通り顔の見える会議を通して、お互いの垣根が低くなったことを実感した。外部評価委員の指摘にもあるとおり、各学校のＰＴＡと直接懇談するなど、お互いが顔を合わせて会話をする場の拡充が必要であると考える。
　また、学校経営支援専門会議などの学校長等が学び合う機会が増え、教育委員も参加し、現状の課題について学ぶ貴重な機会となっている。教育委員は、こうした学び合う機会をつくり、他自治体の学校や優良事例を見学し、意見交換を行うことなどを積極的に実践していくべきである。加えて、教育委員会は何をしているのかといった情報の発信を質・量ともに増やしていかなくてはならない。開かれた教育委員会、板橋の教育を真に下支えする教育委員会となるよう、改革の推進を図っていきたい、という内容でございます。
　それと、この報告書でございますけれども、構成的には昨年と同じです。１ページめくっていただくと、右側のページに目次がございますけれども、報告書の構成としては５章構成になっていて、１章目が教育委員会の活動状況ということで、平成２２年の活動の状況についてまとめたものを記載しております。

　２章目、３章目は、点検・評価の整理的なもの入れておりますけれども、４章目に、それぞれの施策について非常に詳細な記述をさせていただいております。

　２７ページをお開きいただくと、一番最初の施策「豊かな心とすこやかな体の育成」というものでの記載になっていますけれども、大きなところから、施策の目標ですとか、施策の取り組み状況、今後の方向性、課題、この施策の実現のための主な事務事業といったものが記載されております。

　１ページめくっていただくと、最後の方に一次評価、それから外部評価、二次評価という形でまとめて、それぞれの事業ごとに記載されているものでございます。

　このような構成で、先ほど申し上げましたように、１０の項目について評価をしておるようにまとめたものでございますので、これは、後ほどご覧いただければと思っております。

　最後に、今後のスケジュールですけれども、今日、ご報告させていただき、ご審議をいただいた上で、区内で庁議への報告を９月２０日に行い、１０月４日に区議会での報告を行う。それを通した後に、１０月下旬に公表をしていきたいと考えておるところでございます。
　説明は、以上でございます。

委　員　長　　質疑、意見等がありましたら、ご発言ください。

谷田委員　　多分、各委員が結構色んなことを書いたんだと思うのですけれども、うまく取りまとめていただいて、ありがとうございました。

　１つ難しいと思うのは、これは最終的に、変な話、やっていることは全部「順調」でなくてはいけないのかもしれませんが、本当は、部分的にはもっとこうしたらとかという部分もないわけではないのかなと部分もあると思うのですけれども、大きく見ると、最終的には、事業としては順調に進んでいるという評価になっているんだなというのが。
　印象として、そんな形でいいのかなとちょっと思ったりもしましたが、それをどういうふうにしていくかというと、なかなか難しいと思ったんですけれども。
　自分として、こうしたらいいのではないかという意見はないんですが、何かこれを見ると、教育委員会はパーフェクトにやっているみたいな感じですよね。

　当然、皆さん、頑張っていただいているので、すごくいいんだとは思うのですけれども。何か、ちょっとどうなのかなというような。

庶務課長　　幾つかの事業を束ねて、施策として大きな構成になったものを標語で評価していただくということになると、やはり今おっしゃられた、委員からご指摘があったように、一つ一つの事業で見て見ると遅れているものがあるかもしれないけれども、進んでいるものもあり、総じて言うと「順調」かなというところに落ち着いてしまうというのはご指摘のとおりです。

　個別の事業についても、ぜひご意見をいただいて、それが表現できるような形に考えていきたいと思います。
今井委員　　ご懸念はすごく、確かに。ただ、これで全然いいじゃないかと思うのは、この評価は、実は評価それが目的ではなくて、要するに、ビジョン、振興計画、教育施策を体系化するということと、それに応じて、予算とのリンクを図っていくというところのサイクルの１つなので。

　つまり、ここで「遅延」と、確かにちょっと後悔しているのは、予算絡みで遅れていることは「遅延」とでかく書かなければいけないでしょうけれども、そういうことでいいんじゃないのかなと思うのです。位置づけの問題。評価のための評価ではない。
委　員　長　　計画どおり進行しているという意味で「順調」なんですけれども、本当は、もっと予算があって、もっと拡大・拡充できればいいというのは実際にはあるんですけれども、予算を考えると、計画どおり進捗しているということだと思うのです。

教育長　　評価・標語が一次評価、二次評価と外部の評価と大分違いますよね。それで、ここの評価の中にも、外部評価の場合は「改善」だとか「拡充」が幾つか出てきているんです。特に、例えば一番最後の重点８の教育委員会改革のところでも、外部評価では「改善」という形で、もう少し充実をさせるべきであるという内容なんです。
　ところが、二次評価のところでは、外部評価と違って、「改善」これをもう少しこうしたらいいという標語はないわけですよね。なので、「順調」という標語になっていますけれども、この文章を見た限りでは、これは明らかに「改善」です。課題がこうありますということしか書いていないわけで。
　その辺のところというのはどうなのですか。全部、「順調」という標語をつけざるを得ないようになってしまっている感じがするんですが。

今井委員　　書いている人もすごく難しいと思うのが、その年度に予算を取ってやっている事業が順調かどうかという物差しと、進行計画の中でのこれの位置づけ、５年なり、７年なりの中での進捗という両方の２本の物差し。

　それから、進行計画への入れ方を含めてもっと大きな板橋の教育という中でどうなのかという、常にこの３つの物差しの中で考えなければいけないというところで、評価をするというのはすごく難しくて。

　行く行くはですけれども、例えば、どこかの国際機関とかですと、ワンワードは多分ないんですよね。ワンワードで表現するというのは多分辛すぎて、二、三行の簡潔な文章で評価するみたいな方向とか、色々方向はあるのかなという気はします。

　そういうふうに考えなければいけない次元が３つぐらいある中で、ワンワードは、確かにすごくつらいですよね。

庶務課長　　そうですね。そういうことも検討しまして、そういう標語ではなくて。

今井委員　　標語は、一時、確かに流行って、確かに、区の本体もそうですよね。「そこのワンワードを目指して頑張ろう」みたいなものを形づくってきたという、ここ何年かの役割は確かにあると思うのですけれども、これから成熟させていく段で、もうちょっと長くてもいいのかなという。

　長すぎたら絶対だめなのは確かですけれども。１行、２行。これこれはあれども、これこれで「順調」というか、そんなような感じで。
庶務課長　　そうですね。区の事務事業評価も見直す時期にきているという課題があります。それを追従するということも、様子を見ながら考えたいと思いますけれども。
今井委員　　一回物差しを整理しようというのはすごく大事なプロセスだと思うのです、数値目標とかワンワードの評価とか。そのプロセスがないと、ごちゃごちゃ集まるだけみたいな。それを一回整理するというのは物すごく意味があるとは思っていますので、すごく価値はある。

庶務課長　　そこにとどまらず、さらに議論してみたいと思います。

本山委員　　ご苦労さまでした。ぎりぎりで出しまして。

委　員　長　　締め切りも、ぎりぎりだったんですけれども。まずは、とにかくお疲れさまでした。

　次に、委員会次第にはありませんが、追加報告事項はありませんか。

（なし）
委　員　長　　では、以上をもちまして、本日の教育委員会は終了いたします。傍聴の方は、退席を願います。ありがとうございました。

　なお、これから、教育委員と事務局による打合せ会を行いますので、委員と職員の方はお残りください。

午前　１１時　　５分　閉会
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